





























































科目（61 科目）について各科目 5 名ま
でが認められ、RSSC としては履修上限
を前後期各 1 科目、うち 1 科目のみを修
了要件単位に振替可能とした。開設 3 年
目の 2010 年度には、立教科目に加えて
総合 A 科目群全体（ただし 1・4・5 時
限のみ、151 科目）の中からの履修が可
能となり、RSSC の履修上限も前後期各
2 科目に拡大した。さらに、全カリが新
カリキュラムで展開される 2012 年度に
は、主題別科目群・立教科目群（A）の
約 300 コマが受講生にとっての履修対象
科目となり、各科目 3 名までとなるもの
の、受講生にとって悩みの時限制限（1・4・
5 時限のみ）も撤廃されることになった。
受講生の全カリに対する熱い要望に何と
か応えたいとその可能性を探る中で、こ
うした前進が引き出されたことは喜ばし
い限りであり、RSSC にとっても全カリ
新段階である。
　そもそも全カリ科目に限らず、RSSC
受講生の受講態度には特徴的なものがあ
る。RSSC の受講生は学部生とちがって
最前列から席を埋めていくし、その上、
授業開始時刻までにはほぼ全員がしっか
りと着席して講師を待っているのだ。こ
れには私自身も最初はたじろいだのだか
93
ら、全カリ担当の先生方には、こうした
受講生の存在が何がしかの緊張をもたら
しているのではないかと想像している
し、学部生にとっても何がしかの刺激に
なると期待したい。
　自分たちがかつて大学で受けてきた教
養教育との違いに驚きの声をあげる受講
生が少なからずいて、これこそは全カリ
の成果だと実感する。また、授業の水準
が高くて非常に満足だと語る受講生の話
を聞いて、かつて私が全カリ部長だった
当時に強調した科目担当教員の厳選とい
う努力が、一定の成果を挙げているよう
で嬉しく思う。その勉強振りを担当の
先生から絶賛された受講生、S 評価をも
らってその意味を尋ねに事務室へ走って
から狂喜した受講生など、実にさまざま
なことがあって楽しい限りである。
　こうした気持ちから、私たちが掲げて
きた標語でもある「進化する全カリ」の
姿を、RSSC の今後の発展と重ね合わせ
ながら見守り続けたいと思っている。
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